
２年  単元名  登場人物がしたことに気をつけて大すきな登場人物を紹介しよう 

    教材名  「お手紙」 

 

＜ＡＢワンセット方式＞ 

 

 

 

 

 

 
 

導入 

 

 

 

 

・本の読み聞かせ 

・教師による 

 お話会のモデル 

・学習のめあてを持

つ 

展開 

 

 

 

   Ａ① 

・「お手紙」はどん

な場面からでき

ているか考える。  

 

 

   

 

 Ａ③ 

・「お手紙」に出て

くる登場人物は

どんな人か考え

る。 

 

 

 

    

 

Ａ⑤ 

・「お手紙」の中の

好きな場面をま

とめる。 

 

 

    

 

Ａ⑦ 

「お手紙」の好きな

場面のわけをま

とめる。 

 

 

    

 

Ａ⑨ 

・「お手紙」の好き

な登場人物につ

いて交流する。 

発展 

 

 

 

 

・かえるくんグループ

とがまくんグループ

に分かれて、それぞ

れのよさをシリーズ

を関連させながら交

流する。 

・学習の振り返りを行

う。 

 

 

   Ｂ② 

・自分のお気に入り

の物語はどんな

場面からできて

いるか考える。 

 

 

   Ｂ④ 

・お気に入りの物語

に出てくる人は

どんな人か考え

る。 

 

 

   Ｂ⑥ 

・お気に入りの物語

の中の好き場面

をまとめる。 

 

 

   Ｂ⑧ 

・お気に入りの物語

の好きな場面の

わけをまとめる。 

 

 

   Ｂ⑩ 

・お気に入りの物語

の好きな登場人

物について交流

する。 

単元のゴール

イメージを持

つ 

 

お話会に向けて、教科書教材「お手紙」で『大すきハンドブック』づくりのポイント

をつかむ。 

学級の友だちと 

交流 

 

自分が選んだ物語で『大すきハンドブック』をつくる。 

単元構想モデル 

第二次において、「教科書教材（Ａ）→自分で選んだ本（Ｂ）→教科書教材（Ａ）→自分で選んだ本（Ｂ）→・・・」と１時間

ごとに交互に読み進めていく方式。児童は、「お手紙」のハンドブックを作成しながら、次の時間は自分で選んだ物語で、同じ

ようにハンドブックを作成していく。 

水戸部修治氏 編著『「単元を貫く言語活動」を位置付けた小学校国語科学習指導案パーフェクトガイド １・２年』（明治図書、２０１４）参考 

 

並行読書 


